
言語と文学
日本語①A・B
日本語②中級A・B
日本語②上級A・B
日本語③中級A・B
日本語③上級ⅠA・B
日本語③上級ⅡA・B
日本語③上級ⅢA・B
日本語④A・B
日本事情A・B
日本文学
中国文学

欧米文学
漢文学
日本語教育概論A・B

コンテンツ文化専攻 観光メディア専攻 国際日本学専攻
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ＩＣＴ教育科目

【1年次必修科目】
文学入門
漢学と文章表現A・B

【1年次必修】基礎ゼミナール

【1年次必修】二松学舎入門

【1年次必修科目】
都市文化デザイン学入門　異文化コミュニケーション概論　コンテンツ文化概論
国際日本学概論　都市社会文化概論　観光社会学概論　メディア学概論　環境デザイン学概論

【1・2年次選択必修科目（下記から1科目）】
英語で学ぶフランス語　英語で学ぶ中国語

映像制作演習　コンテンツ企画演習
都市文化デザイン学講義①（コミュニケーションメディア史）
都市文化デザイン学講義②（映像メディア史）
視覚文化論講義　広告文化論演習
都市文化デザイン学講義③（デジタルメディア）
都市文化デザイン学講義④（観光まちづくり論）
メディア・コミュニケーション講義
編集デザイン講義　アートビジネス演習
ポピュラーカルチャー講義
映像・演劇文化講義

映像制作演習　コンテンツ企画演習　GloBal English
都市文化デザイン学講義①（コミュニケーションメディア史）
都市文化デザイン学講義②（映像メディア史）
視覚文化論講義　多文化共生講義
観光文化論講義
都市文化デザイン学講義③（デジタルメディア）
都市文化デザイン学講義④（観光まちづくり論）
メディア・コミュニケーション講義　アートビジネス演習
芸能・演劇文化講義

映像制作演習　GloBal English
都市文化デザイン学講義①（コミュニケーションメディア史）
都市文化デザイン学講義②（映像メディア史）
多文化共生講義　広告文化論演習
マスコミ文化論講義　観光文化論講義
都市文化デザイン学講義③（デジタルメディア）
都市文化デザイン学講義④（観光まちづくり論）
メディア・コミュニケーション講義
ポピュラーカルチャー講義
編集デザイン講義　アートビジネス演習

都市文化デザイン学研究（コミュニケーションデザイン）
キャラクター文化研究　オーディエンス文化研究
ゲーム文化研究　マンガ文化研究　アニメーション文化研究
都市文化デザイン学特殊研究（グローバルコミュニケーション）
地域ブランディング特殊研究　編集デザイン特殊研究
パフォーミングアーツ特殊研究
アニメーション文化特殊研究①,②
文化ビジネス特殊研究①,②
東アジア都市文化フィールドワーク①,②
欧米都市文化フィールドワーク

都市文化デザイン学研究（コミュニケーションデザイン）
江戸東京文化研究　ゲーム文化研究
マンガ文化研究　アニメーション文化研究
都市文化デザイン学特殊研究（グローバルコミュニケーション）
地域ブランディング特殊研究　編集デザイン特殊研究
パフォーミングアーツ特殊研究
アニメーション文化特殊研究①,②
文化ビジネス特殊研究①,②
東アジア都市文化フィールドワーク①,②
欧米都市文化フィールドワーク

都市文化デザイン学研究（コミュニケーションデザイン）
キャラクター文化研究　江戸東京文化研究
オーディエンス文化研究　ゲーム文化研究
マンガ文化研究　アニメーション文化研究
都市文化デザイン学特殊研究（グローバルコミュニケーション）
地域ブランディング特殊研究　編集デザイン特殊研究
パフォーミングアーツ特殊研究　アニメーション文化特殊研究①,②
文化ビジネス特殊研究①,②
東アジア都市文化フィールドワーク①,②
欧米都市文化フィールドワーク

2
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他
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●A・Bに分かれている科目は、半年間で完結するセメスター科目です。
●カリキュラムは一部変更になる場合があります。
●上記のほか、図書館司書課程および学芸員課程履修者にはそれぞれの課程科目が多数あります。

都市文化デザイン学科

専
門
科
目

ＩＴリテラシー①

キャリア教育科目
キャリアデザイン

語学教育科目
【1・２年次選択必修】
英語・ドイツ語・フランス語・ロシア語・中国語・
韓国語（総合教養科目より4科目選択）

数理･データ教育科目
データサイエンス入門

人間と社会
日本国憲法
言語学
民俗学
哲学
倫理学
法学
宗教学
心理学
ジェンダー論

歴史と文化
日本史
西洋史
美術史
仏教史
芸術学
東洋史
欧米文化史

科学と情報
環境科学
宇宙科学
地理学
基礎数学
情報科学
プログラミング入門A・B
情報処理アドヴァンス
データベース演習
地球環境論
情報システム概論

健康と福祉
健康スポーツ科学
健康スポーツ①,②
シーズンスポーツ①,②
学校ボランティア論
介護等体験事前指導
介護等体験

【2年次選択必修科目（下記から2科目）】

合
計

124
単
位

総合英語ⅠA・B
総合英語ⅡA・B
総合英語ⅢA・B
総合英語ⅣA・B
総合英語（文）A ・B
短期海外研修①,②,③,④
ドイツ語①A・B,②A・B
フランス語①A・B,②A・B
ロシア語①A・B,②A・B
中国語①A・B,②A・B
韓国語①A・B,②A・B

人文学講座
　・人文学とビジネスデザイン　人文学と教育　人文学とコミュニケーション

所属する専攻と関連しながらも異なる、他学科・他専攻の専門科目を履修することで、多面的に学びの分野を広げることが可能です。

プレゼミ（入門ゼミナール）
（コンテンツ文化A・B） （観光メディアA・B） （国際日本学A・B）

1人の指導員につき、少人数制で各自の専門研究を深めることを目的としています。
学生は自らゼミナールを選択し、2年間を通して専門分野を学びます。

卒業研究
ゼミナール担当教員指導のもと、4年間の学生生活の総決算として大学に提出するのが卒業研究です。「卒業論文」が中心ですが、ゼミナールによっては「作品の制作と発表」等の形態も認められます。

ゼミナールⅠ・Ⅱ

▲ 都市文化デザイン学科のカリキュラム（2022年度入学者からの新カリキュラム）

各
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Faculty of
Literature 都市文化
デザイン学科

文化現象を分析して現代を捉える。
記号論やメディア論など、さまざまな視点をふまえ
つつ、現代の文化現象を分析します。

快適な情報空間をデザインする。
さまざまな情報から新しいコンテンツを組み立て
て、快適な情報空間をプロデュースします。

適切な情報発信のスキルを手にする。
新しい文化をデザインして、広く発信できる能力
を養います。

現代におけるコンテンツ文化を再編し、
世界に向けて発信できるスキルを磨く。

コンテンツ文化専攻

社会科学的な視点から
都市と観光をめぐる現象を読み解く。
都市の形成と観光の変化の関係を考えます。

伝統的な街並み保存を通して
観光を考える。
日本の文化・観光の資源化についての調査を行います。

歴史と文化から現在の都市機能を理解する。
都市のもつさまざまな機能についてフィールドワーク等
も行いながら理解します。

「都市」の文化現象とメディアとの関係や、
都市の国内外の文化的ネットワークを考案。

観光メディア専攻

外国語を学ぶことで
多様性のある思考力を身に付ける。
英語・中国語・韓国語・フランス語を初級から上級ま
で学ぶことができます。
※フランス語は初級レベルまでとなります。

国内外での異文化体験から現代の
コンテンツ文化や観光文化を考える。
秋葉原でのインタビュー調査、ヨーロッパや東アジアでの
フィールドワークを通して、異文化に触れることができます。

海外の大学で学ぶことでグローバル人材となる。
海外提携大学での短期・長期留学が異文化コミュ
ニケーション能力を強化します。

表現力や発信力としての
言語コミュニケーション能力および
非言語コミュニケーション能力を高める。

国際日本学専攻

文
学
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市
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化
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科
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